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北
部
火
葬
場
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭

新
築
移
転
工
事
に
着
手

工事の安全を祈り、鍬入れをする太田市長

　

北
部
火
葬
場
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が

�
月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
使
用

��

し
て
い
る
北
部
火
葬
場
（
蒜
山
初
和
）
の

老
朽
化
に
よ
り
、
蒜
山
下
長
田
へ
新
築
移

転
。
平
成　

年
の
秋
ご
ろ
の
使
用
開
始
を

��

目
指
し
て
い
ま
す
。
新
火
葬
場
は
、
現
在

の
施
設
に
は
な
い
待
合
室
を
新
設
し
、
火

葬
か
ら
納
骨
ま
で
の
間
施
設
内
で
待
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

下
蒜
山
の
登
山
口
に
近
い
と
い
う
こ
と

で
、
登
山
者
や
観
光
客
が
外
か
ら
利
用
で

き
る
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

暮
ら
し
の
便
利
帳
協
働
発
行
に
向
け
協
定

�
年
ぶ
り
に
便
利
帳
発
行
へ

　

�
月　

日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
「
暮
ら

��

し
の
便
利
帳
」
発
行
に
向
け
、
㈱
サ
イ
ネ

ッ
ク
ス
と
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

市
は
、
来
春
の
市
制
施
行　

周
年
を
記
念

��

し
て
行
政
や
医
療
機
関
、
観
光
情
報
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
の

改
訂
版
を
官
民
協
働
で
発
行
し
、
来
年
�

月
の
各
戸
配
布
を
計
画
。
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
各
事
業
所
を
訪
問
し
、
広
告
収
入
を

基
に
、
企
画
、
編
集
、
印
刷
、
配
布
を
行

い
ま
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

写真上：協定締結式で
調印する様子
写真右：改訂版の暮ら
しの便利帳（表紙）の
イメージ

　

自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
う
現
在
、
何
も
起
こ
ら
な
い

こ
と
を
願
い
な
が
ら
も
、
も
し
も
の
備
え
と
し
て
、
他
の

自
治
体
や
団
体
と
、
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
岡
山
県
柔
道
整
復
師
会
と
は
、
被
災
者
の
疾

病
に
対
す
る
応
急
救
護
を
要
請
す
る
協
定
、
休
暇
村
蒜
山

高
原
と
は
、
災
害
時
の
支
援
者
に
宿
泊
施
設
な
ど
を
優
先

的
に
提
供
要
請
で
き
る
協
定
を
締
結
。
ま
た
、
高
知
県
須

崎
市
と
は
、
相
互
の
救
援
や
被
災
者
の
一
時
受
け
入
れ
な

ど
を
行
う
協
定
と
併
せ
、
観
光
交
流
に
関
す
る
情
報
提
供

な
ど
を
行
う
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

災害などに備え連携

各種団体と協力体制づくりを進める

調印後、協定書を
掲げる休暇村蒜山
高原の樋口総支配
人と太田市長

●高知県須崎市
　災害時相互応援に関する協定（�/��）
　観光に関する交流協定（�/��）
●岡山県柔道整復師会
　災害時における柔道整復師会の協力に関する協定（�/��）
●休暇村蒜山高原
　災害時等の協力に関する協定（��/�）



こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

市政に関する動きの一部を紹介します

�������協力隊の５人目に道添さん

真庭市とＮＴＴ西日本は、
中・四国地区では初とな
る情報通信技術の活用に
向けた包括連携協定を締
結しました。真庭ひかり
ネットワークや災害時の
協力体制の構築など、地
域の活性化やサービスの
向上を推進します。

��������地域の活性化に向け相互連携強化

�
������

市
政
懇
談
会

交
流
定
住
に
つ
い
て
考
え
る

　

市
政
懇
談
会
が　

月
�
日
、
本
庁
舎
で

��

開
催
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
委
員
の
代
表
者

　

人
と
県
外
か
ら
真
庭
へ
の
移
住
者
�
人

��が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
交
流
定
住
を

テ
ー
マ
に
、
各
地
域
の
取
り
組
み
や
現
状

を
報
告
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
各
地
域
の
空
き

家
の
情
報
収
集
や
蒜
山
の
別
荘
の
利
活

用
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
へ
の
地
域
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
、
真
剣
な
話
し
合
い
が

展
開
さ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

ふるさと納税のお勧めを ！
　皆さん、「ふるさと納税」をご存じですか。市外の人が
真庭市に寄付すると、寄付額から� , ���円を差し引いた
額が所得税・住民税から税額控除されます。さらに、
寄付のお礼として真庭市が、実質� , ���円以上の値打ち
のある特産品を差し上げるもので、寄付額に応じてお
礼も良くなる仕組みです。おかげで、��年度に��万円
だったものが、��年度には���万円、��年度には�月現
在で���万円を突破し、さらに大きく伸びようとしてい
ます。寄付自体ありがたい限りですが、真庭の特産品
の宣伝になること、真庭ファンが多くなり、訪問や移住
にも結びつくことにもつながります。市外のご親戚・
友人などさまざまなご縁がある人に、ふるさと納税を
お勧めいただけませんでしょうか。

も
っ
た
い
な
い
フ
ォ
ー
ラ
ム 　
 
真
庭

in

ご
み
で
何
が
で
き
る
か
な
？

不燃ごみを使ってエコバッグを作ったワークショップ

　

循
環
社
会
の
形
成
に
向
け
た
、
も
っ
た

い
な
い
フ
ォ
ー
ラ
ム　

真
庭
が　

月
�

in

��

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
真
庭
高
校
食
品
科
学
科
生
徒
に
よ

る
有
害
獣
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ジ
ビ
エ

製
品
）
の
発
表
や
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
の
淀

川
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
る
講
演
、
ゴ
ミ
を
使

っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
�
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス

「
ゴ
ミ
を
減
ら
す
」・
リ
ユ
ー
ス
「
再
使
用

す
る
」・
リ
サ
イ
ク
ル
「
再
生
利
用
す
る
」）

に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

ＮＰＯ法人岡山県介護支
援専門員協会よる、在宅
医療普及啓発事業が北房
文化センターで行われま
した。在宅医療・介護に
関する講演と映画上映が
行われ、誰にでも訪れる
人生の最期のあり方につ
いて学びました。

��������人生の最後について考える

地域おこし協力隊の委嘱
式が市役所本庁舎で行わ
れ、大阪府茨木市出身の
道添有加さんに委嘱状が
渡されました。交流定住
センターなどでテーマ・
課題の調査や整理を行っ
た上で、地域でさまざま
な活動を行います。

地域の取り組みなどを報告する参加者
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